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特集●血液事業のトピックス─身近な献血から iPS細胞の活用まで

わが国の血液事業の回顧と今後の展望 日本赤十字社血液事業本部長 西本 至

献血推進のための効果的な広報戦略 広島大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 田中 純子

献血者確保のための採血基準の見直しと環境整備 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 教授 河原 和夫

献血時副作用および輸血副作用の現状と予防策 日本赤十字社中央血液研究所 岡崎 仁

血液製剤の適正使用と安全確保 大阪大学医学部附属病院 輸血部長 冨山 佳昭

血液製剤の安全性確保のための新興感染症等スクリーニング 日本赤十字社血液事業本部 百瀬 俊也

広域災害における血液事業の危機管理─大震災での経験を踏まえて

日本赤十字社東北ブロック血液センター 中島 信雄

骨髄バンク・臍帯血バンク事業の課題と展望

公益財団法人骨髄移植推進財団 理事長 厚生科学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員会 委員長 齊藤 英彦

iPS細胞を用いた血液製剤開発の現状と展望 京都大学 iPS細胞研究所臨床応用研究部門 木村 貴文

●視点

済生会生活困窮者支援なでしこプランについて 大阪府済生会支部副会長 斎藤 洋一
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編集委員に就任し，初めての特集の企画に当たり，

「医療安全」をテーマに選ばせていただきました．私自身，

行政の担当者として病院の医療安全対策に関与する中で

感じたことですが，医療安全は6ヒューマンエラーは起こる

もの<を前提に，リスクを最小限に抑えるべく，院長のリー

ダーシップのもと，いかに組織的に取り組んでいくかが鍵で

あり，その管理手法はどの分野においても役立つものと考

えたからです．

詳細は，特集をお読みいただくとして，多種多様の職種

が集まる病院において，各部署が連携して対策の強化が

図られているか，インシデント報告という個人の気付きをチ

ームの行動に結びつけられているか，管理者のリーダーシ

ップは発揮されているか，などなどこのような視点は，私自

身が担当業務に当てはめて振り返る機会ともなりました．ま

た，高齢化の進展に伴い，医療ニーズが益々増大する

中，次世代を担う若い人達が安心して医療の道を選択で

きるような環境を整備していくことはわれわれ現役世代の役

割であるとも感じています．

特集の中で古屋先生が触れられていましたが，医療安

全を確保するためには，医療関係者はもとより，患者・住

民を含む多くの人々や関係機関の協調性ある努力が必要

です．誰にとってもいえることですが，患者やその家族の

立場になられることもあるでしょう．このような地域における医

療安全のネットワークの中で，読者の方々それぞれが置か

れている立場において，必要な役割を果たされることを期

待しています． (成田友代)
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編集顧問

多田羅浩三 財団法人日本公衆衛生協会

会長，大阪大学名誉教授

編集委員 (50 音順)

阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授

成田 友代 世田谷区世田谷保健所長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長

©
IG
A
K
U
-
S
H
O
IN

L
td
,
2
0
1
3

2026/10/01 12:58:53


